
金融仲介機能のベンチマーク

2024年度実績
（2024年4月1日～2025年3月31日）
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金融仲介機能のベンチマークに関する開示

金融仲介の質を一層高めることを目的に、2016年9月に金融庁から、

金融機関における金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できる多

様な指標として「金融仲介機能のベンチマーク」が公表されています。

当金庫におきましても、ベンチマーク（共通項目）の実績を公表すると

ともに、地域経済の発展に貢献できるよう取り組んでまいります。
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１．取引先企業の経営改善や成長力の強化

メインバンクとして取引を行っている企業のうち、経営指標の改善や就業者数

の増加が見られた先数および同先に対する融資額の推移

対象先 ･･･ 法人・個人事業主のご融資があるお客さま
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共通ベンチマーク

(単位：社、億円)

2023年度 2024年度

メイン取引先数 7,367 7,587

メイン取引先の融資残高 4,691 4,711

経営指標等が改善した取引先数 4,470 4,554

経営指標等が改善した取引先数の融資残高 3,350 3,728
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共通ベンチマーク

２．取引先企業の抜本的事業再生等による生産性の向上

（１）貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況

（２）関与した創業、第二創業の件数
(単位：件)

(単位：社)

2023年度 2024年度

条変総数 682 746

好調先 9 4

順調先 10 8

不調先 663 734

2023年度 2024年度

関与した創業件数 421 551

関与した第二創業件数 0 0
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共通ベンチマーク

（３）ライフステージ別の与信先数および融資額

(単位：社、億円)

与信先数 融資額

2023年度 2024年度 2023年度 2024年度

全与信先 16,291 16,440 7,877 7,953

創業期 208 230 145 158

成長期 1,271 1,487 752 899

安定期 13,398 13,420 6,201 6,165

低迷期 703 527 278 209

再生期 711 776 499 520



３．担保・保証依存の融資姿勢からの転換

【事業性評価に基づく融資】
財務面等の定量面のみならず、技術力や組織力、将来性や成長性の定性面を
含めた取引先企業の実態把握を行うことにより、課題を見出し、課題認識を共有
することを「事業性評価」と定義。事業性評価先の課題を解決する融資を「事業
性評価に基づく融資」と定義しています。

対象先 ･･･ 法人・個人事業主の事業性融資のあるお客さま

共通ベンチマーク

2023年度 2024年度

与信先数および全与信取引先数に占める割合 1,849 13.99% 1,864 13.86%

融資残高および全与信取引先数に占める割合 310 4.02% 303 3.90%

事業性評価に基づく融資を行っている与信先数・融資額および全与信先数・
融資額に占める割合（先数単体ベース）

(単位：社、億円)
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